
桐生の誇る日本の名画

1948年

1912年～1948年
松本竣介

（油彩・キャンバス　24.0×33.0 ㎝）

「建物（青）」

　
大
川
栄
二
が
最
も
愛
し
て
い
た
画
家
の

ひ
と
り
が
松
本
竣
介（
1
9
1
2

－

1
9
4
8
）

で
し
た
。
大
川
美
術
館
に
は
、
画
家
の
最

後
の
展
覧
会
出
品
作
の
ひ
と
つ
が
あ
り
ま

す
。
小
品
で
す
が
、
青
緑
の
地
色
か
ら
白

い
建
物
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
で
、

黒
い
線
で
意
志
的
に
建
物
の
輪
郭
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
前
面
に
は
、
三
本
の
柱
が

あ
り
、
そ
の
柱
頭
に
は
渦
巻
状
の
装
飾
が

簡
単
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
し
て
み
る
と
、

こ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
神
殿
か
と
お
も
う

と
、
背
後
の
白
い
建
物
の
形
と
は
ち
が
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は

古
代
世
界
が
装
飾
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、こ
の
「
建
物
」

は
想
像
で
描
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
た
だ

最
近
の
こ
と
、
終
戦
後
間
も
な
い
東
京
の

焼
け
跡
風
景
を
カ
ラ
ー
撮
影
し
た
珍
し
い

写
真
集
を
み
る
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
を

め
く
っ
て
い
る
と
、
石
造
り
の
フ
ァ
サ
ー
ド

（
建
物
の
正
面
）だ
け
が
残
り
、
本
体
は

焼
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
建
物
の
写
真
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
と
き
、
こ
の

作
品
と
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
と
に

よ
る
と
、
こ
う
し
た
焼
け
て
取
り
残
さ

れ
た
現
実
の
フ
ァ
サ
ー
ド
が
、
ヒ
ン
ト
に

な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
つ

ま
り
、竣
介
は
、重
い
現
実
と
イ
メ
ー
ジ（
想

像
）の
世
界
を
往
還
し
な
が
ら
筆
を
重
ね
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
は

い
え
、
黒
く
塗
ら
れ
た
長
方
形
は
、
建
物

の
入
り
口
で
し
ょ
う
か
、
深
い
闇
の
よ
う

で
す
。
画
家
の
絶
筆
だ
と
お
も
っ
て
思
い

を
め
ぐ
ら
す
と
、
な
ん
と
も
複
雑
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
今
年
は
、
こ
の
画
家
が
亡

く
な
っ
て
70
年
に
な
り
ま
す
。（
昭
和
23

（
1
9
4
8
）年
6
月
8
日
没
）こ
れ
を
機

会
に
、
今
年
10
月
か
ら
来
年
6
月
に
か
け

て
三
つ
の
企
画
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
9
か
月
間
、「
竣
介
の
ア
ト
リ
エ

再
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
称
し
、
展
示
室
内

に
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
竣
介
の
ア
ト

リ
エ
に
あ
っ
た
モ
ノ
を
展
示
し
て
み
よ
う
と

企
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
遺
族
の
も

と
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
イ
ー
ゼ
ル
、

テ
ー
ブ
ル
、さ
ら
に
身
辺
に
お
い
て
い
た
様
々

な
モ
ノ
を
当
時
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る

よ
う
に
展
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
松
本
竣
介
の
画
家
の
創

作
を
よ
り
身
近
に
感
じ
な
が
ら
作
品
を

鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
お
も
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
大
川
美
術
館
館
長
・
田
中
　
淳
）
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　去
る
、
五
月
二
十
三
日

　第
六
回

定
時
総
会
が
桐
生
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
多
く
の
来

賓
を
迎
え
開
催
さ
れ
た
。

　総
会
に
先
立
ち
第
一
部
の
表
彰
式

に
お
い
て
、
永
年
企
業
の
会
計
業
務

に
携
わ
り
、
企
業
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
功
労
者
を
表
彰
す
る
「
第
四
十

五
回
優
良
経
理
担
当
者
表
彰
式
」
が

行
わ
れ
、

桐
生
工
業（
株
）
　喜
多
一
雄
様（
勤
続

二
十
八
年
）、
小
倉
ク
ラ
ッ
チ（
株
）

小
林
由
典
様（
勤
続
ニ
十
年
）、
桐
生

信
用
金
庫

　赤
石
智
美
様（
勤
続
十
九

年
）、
群
馬
電
機（
株
）
　島
宮
喜
代
様

（
勤
続
七
年
）、
の
四
名
が
表
彰
さ
れ
、

朝
倉
会
長
か
ら
賞
状
・
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　次
に
、「
平
成
二
十
九
年
度
会
員

増
強
表
彰
」
で
は
会
員
獲
得
に
貢
献

し
た
二
名
と
新
里
支
部
が
朝
倉
会
長

よ
り
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
た
。

　第
二
部
の
定
時
総
会
で
は
、
会
長

の
挨
拶
に
続
き
会
長
を
議
長
に
議
案

審
議
に
入
っ
た
。

　初
め
に
「
平
成
二
十
九
年
度
収
支

決
算
報
告
承
認
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、

監
査
報
告
の
後
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
可
決
し
た
。

　次
に
、
理
事
会
で
の
承
認
事
項
で

あ
る
「
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報

告
」「
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
」

「
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算
」
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。

　以
上
で
定
時
総
会
を
閉
会
し
、

第
三
部
は
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

渋
谷
和
宏
氏
が
「
誰
も
語
ら
な
い

日
本
経
済
の
行
方
」
と
題
し
て
記
念

講
演
を
行
っ
た
。

第
六
回

　定
時
総
会

優
良
経
理
担
当
者
表
彰

表　彰　式

定  時  総  会

記  念  講  演

　講
演
会
終
了
後
、
会
場
を
移
し
会

員
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　懇
親
会
で
は
、
横
塚
榮
三
郎
副
会

長
の
開
会
、
朝
倉
泰
会
長
の
挨
拶
の

後
、
続
い
て
桐
生
税
務
署
長
、
桐
生

市
長
・
み
ど
り
市
長
他
よ
り
祝
辞
を

頂
き
、
木
村
俊
一
桐
生
商
工
会
議
所

副
会
頭
の
音
頭
で
乾
杯
を
挙
げ
、
出

席
者
一
同
の
親
睦
を
深
め
、
総
会
の

総
て
の
事
業
を
終
了
し
た
。

－  ３  －



　
青
年
部
会
は
、
四
月
二
十
日
桐
生
市
市

民
文
化
会
館
国
際
会
議
室
に
於
い
て
第
六

回
（
通
算
四
十
一
回
）
定
時
総
会
を
開
催

し
た
。

　
総
会
で
は
、
峰
岸
部
会
長
を
議
長
に
平

成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
・
決
算
が
原
案

ど
お
り
承
認
可
決
。

　
続
い
て
、
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

（
案
）
の
発
表
、
各
委
員
長
よ
り
委
員
会

　
六
月
十
三
日
　
た
つ
吉
に
て
税
務
研
修

会
を
開
催
。
部
会
員
と
税
理
士
会
メ
ン

バ
ー
四
十
一
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
は
桐
生
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部

門
総
括
上
席
国
税
調
査
官
矢
尻
友
美
氏
が

「
租
税
教
室
講
師
養
成
研
修
」
と
題
し
て

青
年
部
会
が
主
幹
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

租
税
教
室
開
催
に
あ
た
り
講
師
養
成
を
目

的
に
開
催
し
た
。

　
矢
尻
総
括
は
、
自
作
の
租
税
教
室
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
持
参
し
、
租
税
教
室
（
小
学

校
六
年
生
対
象
）
の
進
行
要
領
を
説
明
。

学
校
、
橋
、
道
路
、
公
園
、
警
察
署
、
消

防
署
等
が
税
金
を
使
っ
て
作
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
児
童
に
考
え
て
も
ら
い
、
そ

の
後
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
と
発
表
を

し
て
、
そ
の
答
え
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
で
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ジ
ュ
ラ

ル
ミ
ン
ケ
ー
ス
入
っ
た
一
億
円
レ
プ
リ
カ

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
な

ど
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

第
六
回

　群
馬
県
法
人
会
連
合
会

通

　常

　総

　会

　（
一
社
）群
馬
県
法
人
会
連
合
会
は
、

六
月
十
四
日
前
橋
商
工
会
議
所
会
館

に
お
い
て
第
六
回
通
常
総
会
を
開
催

し
、
関
東
信
越
国
税
局
課
税
第
二
部

次
長
を
は
じ
め
関
係
団
体
長
等
の
来

賓
を
迎
え
、
県
内
各
法
人
会
よ
り
役

員
等
百
二
十
名
余
り
が
参
加
。
当
法

人
会
か
ら
は
朝
倉
会
長
他
五
名
が
参

加
し
た
。

　
総
会
で
は
平
成
二
十
九
年
度
の
事

業
報
告
・
収
支
決
算
が
上
程
さ
れ
、

監
事
よ
り
監
査
報
告
後
、
原
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
た
。
次
に
平
成
三
十

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算

（
案
）
並
び
に
平
成
二
十
九
年
度
公
益

目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
の
報
告

が
あ
り
審
議
事
項
は
全
員
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。

　
以
上
で
通
常
総
会
を
閉
会
し
、
続
い

て
全
法
連
功
労
者
表
彰
十
六
名
、
県
法

連
功
労
者
表
彰
二
十
二
名
、
福
利
厚
生

制
度
表
彰
六
名
が
受
賞
。
代
表
者
に
齋

藤
会
長
よ
り
賞
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈

し
た
。
そ
の
後
来
賓
の
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
来
賓
紹
介
・
祝
電
披
露
を
行
い
、

総
会
の
す
べ
て
の
事
業
を
終
了
し
た
。

◆ 

全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

青年部会定時総会

吉野雅比古 理事

坂入　勝 理事

青
年
部
会 

第
六
回 

（
通
算
四
十
一
回
）

　定 

時 

総 
会

租税教室研修会

税 

務 

研 

修 

会

税 

務 

研 

修 

会

本
会
受
賞
者

方
針
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
会
計

収
支
予
算
（
案
）
が
提
出
さ
れ
承
認
を
得

て
、
議
案
審
議
を
無
事
終
了
し
た
。

　
交
歓
会
で
は
部
会
規
約
に
よ
り
卒
業
と

な
る
三
名
の
う
ち
出
席
し
た
新
村
久
雄
氏

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
花
束
が
贈
呈

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
入
会
し
た
十
一
名
の
う
ち
出
席

し
た
吉
澤
正
樹
氏
、
増
田
　
学
氏
、
岩
﨑

貴
幸
氏
、
清
水
　
裕
氏
、
萩
原
伸
幸
氏
、

石
原
　
健
氏
、
中
島
俊
太
郎
氏
の
七
名
が

抱
負
を
述
べ
、
来
賓
を
囲
み
参
加
者
一
同

の
親
睦
と
融
和
を
深
め
総
会
の
全
て
の
事

業
を
終
了
し
散
会
し
た
。

◆
平
成
二
十
九
年
度
卒
業
者

　
新
村
久
雄
氏
、
青
木
　
厚
氏
、

　
水
澤
享
司
氏

◆ 
群
馬
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

宮地由高 参与

増田浩三 参与
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女性部会定時総会

みやま園タオル寄贈

　女
性
部
会
は
、
五
月
十
七
日
桐
生

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
第
六
回

（
通
算
三
十
一
回
）
定
時
総
会
を
開

催
し
た
。

　総
会
で
は
、
小
松
桐
生
税
務
署
長

他
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
髙
梨
部

会
長
を
議
長
に
平
成
二
十
九
年
度
事

業
報
告
・
決
算
が
原
案
ど
お
り
承
認

可
決
。

　続
い
て
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
会
計
収
支
予
算
（
案
）
が
提

出
さ
れ
承
認
を
得
て
、
議
案
審
議
を

無
事
終
了
。

　交
歓
会
で
は
親
会
の
朝
倉
会
長
は

女
性
部
会 

第
六
回 

（
通
算
三
十
一
回
）

　定 

時 

総 

会

　六
月
一
日

　髙
梨
部
会
長
他
六
名

が
桐
生
み
や
ま
園
を
訪
れ
、
タ
オ
ル

二
百
三
十
六
本
を
贈
呈
し
た
。
こ
れ

は
社
会
貢
献
活
動
事
業
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
総
会
時
に
部
会
員
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
タ
オ
ル
を
、
桐
生
み
や
ま

園
に
贈
呈
し
て
お
り
、
平
成
十
二
年

度
か
ら
今
年
で
十
九
回
と
な
る
。
累

計
で
は
約
三
千
七
百
七
十
五
本
に

達
し
、
同
園
で
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

社 

会 

貢 

献 

活 

動

社 

会 

貢 

献 

活 

動

〈桐生税務署定期異動に係る職員転出入状況〉
平成30年7月10日現在

所 属 等 転 出 先職　　名

転　　出 転　　入

氏　　名 旧所属氏　　名

総 　務 　課

佐藤　正明

湯本　智志

山﨑　淑子
宇都宮税務署
特別国税調査官
（法人担当）

関東信越国税局
法人課税課
課長補佐

関東信越国税局
会計課
予算係長

足利税務署
法人課税第二部門
統括国税調査官

上尾税務署
徴収部門
統括国税徴収官

熊谷税務署
法人課税第三部門
統括国税調査官

神山　　秀

齋藤藤一郎

渡邊　和昭

課　　長

統括国税徴収官

佐々木浩志
水戸税務署
資産課税第二部門
統括国税調査官

大宮税務署
個人課税第四部門
統括国税調査官

塩谷　毅智統括国税調査官

統括国税調査官

徴　　　　収

個 人 課 税
第 二 部 門

法 人 課 税
第 二 部 門

じ
め
来
賓
を
囲
み
盛
会
の
う
ち
に
部

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
散
会
し
た
。
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地域社会貢献団体等支援事業地域社会貢献団体等支援事業
地域社会貢献活動に熱心に取組んでいる桐生市・みどり市地域内の公益法人やＮＰＯ法人等の各種団体の
方々を応援する「地域社会貢献団体等支援事業」は公募・選考の結果、平成３０年度は次の７団体に交付
決定いたしました。

団体名 代表者 対象事業
一般社団法人桐生倶楽部
特定非営利活動法人めいぷる
桐生うどん協力会
重要文化財彦部家住宅鳳純会
吾妻山友の会
要害山を愛する会
桐生地区更生保護女性会

桐生倶楽部創立百周年記念事業・会館竣工99年にあたり「百年史」編纂
児童福祉法に基づく通所支援事業
桐生のうどん処の発信と各地イベントへの出店事業
重文彦部家屋敷の織物復元－弓棚式高機の復元と織物調査
吾妻山散策道周辺の清掃、整備事業
桜の苗木、鹿よけ防護ネット整備事業
青少年の健全育成と犯罪防止活動及び更生保護

森　　壽作
米田　真一
森島　純男
宝田　恭之
柳沼　　憲
青柳　敏夫
八木　順子

経営は、真剣勝負。法人会で、税の知識とﾈｯﾄﾜｰｸを。
福利厚生制度・会員増強にご協力をお願いします。
お取引先・お知り合いの企業・・・ぜひご紹介ください。

　法人会は全国で60年を超える歴史ある、80万社が加
入する経営者の団体組織です。税の活動を中心に、国や
地域への貢献を目指し、正しい税知識の普及や税制改正
提言、経営情報、各種福利厚生制度、社会貢献活動、会
員同士の交流親睦など様々な活動を行っています。
　法人会の「異業種交流」は新しい発見や仕事の繋がり
へ発展する可能性を秘めています。

　また、企業が安定して繁栄するために経営者を守る経
営者大型総合保険制度やビジネスガード。経営者・従業
員を守るがん保険など様々なリスクをカバーする法人会
独自の優遇された福利厚生制度が用意されています。
　未加入の企業をご存知の方、また福利厚生制度等につ
きましては各支部の役員又は事務局までご連絡、ご紹介
をお願いします。

【事務局　TEL ４５－１２１１】

インターネットセミナーをご活用下さい。
桐生法人会のホームページから無料で視聴できます。

　桐生法人会では、会社や自宅にいながらインターネッ
トでセミナーが受講できる「セミナーオンデマンドサー
ビス」の提供を行っています。
　一流の講師陣による経営や財務はもちろん、経済や

ライフスタイル等の内容の100タイトルを超えるセミ
ナーを桐生法人会ホームページのバナーをクリックする
だけで無料にて何時でもお好きな時にご視聴いただけ
ます。

桐生法人会　ホームページ　　http://www.kiryu-houjinkai.jp
会員ＩＤ：hj0815　　パスワード：1211

第10回 桐生法人会チャリティゴルフ大会

会員皆様との親睦・交流を一層深めようと開催してまいりました「桐生法人会チャリティゴルフ大会」です。
ご参加いただきますよう、お待ちしております。 参加申込は会報に同封してありますパンフレットより
お願いします。

開催日　平成30年10月13日（土）
会　場　赤城カントリー俱楽部

厚生・組織委員会

研修委員会
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公益社団法人桐生法人会

女 性 部 会 青 年 部 会
部会員を募集しています。

事 務 局 〒376-0024
桐生市織姫町２番５号
TEL 0277-45-1211　FAX 0277-45-1215

　社会や企業における女性の役割はます
ます大きなものになっています。  
　女性部会では、女性経営者から従業員
まで、幅広い女性のグループが多様な活
動を行っています。  
　地域社会貢献活動においては、きめ細
かさや優しさが皆さんの好感を得て、法
人会活動に貢献しています。 

部会長：髙梨靜江
会　員：66名
年会費：3,600円

　企業にとって、時代を担う後継者の育
成は大きな課題です。 
　青年部会では、若手経営者が将来に向
けて飛躍するための研修会や多彩な行事
を開催しています。 
　社会貢献活動・租税教育活動において
は、その企画力や行動力が大きな役割を
果たしております。 

部会長：峰岸康雄
会　員：106名
年会費：6,000円
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